

















































る世界各国の言葉は、中国の広東語の CH`A と福建語の TAY の二系譜に従って、大きく
二つのグループに分けることが出来る。広東語の CH`A に属するものとして、日本語の
茶（CHA）、ポルトガル語、ヒンズー語、ペルシア語の CHA、アラビア語、ロシア語の
CHAI、トルコ語の CHAY などがある。一方、福建語の TAY（TE）に属するものの系











































6 　中村利則「待庵原像」、『別冊太陽　利休の茶会』平凡社 1990 年；同氏「茶室『待庵』が語る真
実」、『歴史街道』74 号、1994 年。
7　関根宗中『総合藝術としての茶道と易思想』、淡交社 2009 年、148 頁。






































































10　奥田正造『茶味』、1920 年初版、1941 年改装版、2002 年平成版、方丈堂出版、52 頁。
11　千宗室編『茶道古典全集』第四巻、淡交社、1977 年、5頁。




































































（東方出版 1993 年）と『東洋と西洋』（東方出版 1995 年）で氏の茶道論を詳しく論じている。
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法の中に見える語でもある。いずれも人間同士或いは個人修養における和を説いていた言
葉である。
　茶道精神の「和」について、人間同士或いは個人修養における和というふうに解釈され
るのが一般的である。勿論、このような「和」も茶道においても大事だが、しかし「和・
敬・清・寂」の「和」はもう一つ最も大きな意味を持っているはずである。それは天と人
或いは天・地・人の調和、即ち天と人或いは天・地・人の合一である。「天と人或いは天・
地・人の合一」は、『易経』に述べられている陰陽調和の「太和観」とまったく同じである。
『易経・彖乾』に「保太和、乃利貞」とあるように、「天と人或いは天・地・人の合一」は、
宇宙における最も調和した最高の状態である。また社会生活及び生命個体の自然物質生活
と精神文化生活の最も調和した状態である。茶道では、点前作法の面から言えば、この「天
地人合一」の状態を作り出すために、カネ割り法によらなければならない。このカネ割り
法は実は完全に易経思想を理論根拠として創られていたのである 16。茶人にとっては、茶
道修行の目的の一つとして、まさに人間と人間の間、人間と他人及び社会の間、人間と天
地宇宙の間、人間とその自我心身の間との普遍的な調和の中で達成できた和楽閑適の境涯
を努めて求めているのである。
　世界文明史をひもとけばわかるように、たった一片の２、３センチの小さな茶葉は、地
域文明だけではなく、世界文明にも大きな影響を及ぼしてきた。この易に基づく茶道の「和」
の理念は、われわれ北東アジアの基底文化理念である一方、今日の世界にも最も必要とさ
れるべき理念であろう。調和のとれた北東アジア社会、平和の世界を建設するために、茶
道の和の精神を大いに発揚していくべきである。また、北東アジアでは、茶道を復興させ
ることによって、北東アジア人が長い間にわたって共有してきた文化的同質性の回復にも
つながることができるであろう。
むすび
　以上、早期の北東アジア共同体の成立に向けて、制度などのハード面からの提言に対し
て、文化というソフト面から提言を試みた。つまり、北東アジア地域アイデンティティー
の構築ステップについて考える際、茶人から北東アジア人へというステップを提言した。
そして、茶道を取り上げた理由について、簡単に述べた。
　裏千家茶道を習っている方なら、誰でも知っている下記の「ことば」がある。
　　 私達は茶道の真の相（すがた）を学び、それを実践にうつして、たえず己の心をかえ
りみて一碗を手にしては多くの恩愛に感謝をささげ、お互いに人々によって生かされ
ていることを知る茶道のよさをみんなに伝えるよう努力しましょう。
16　関根宗中『総合藝術としての茶道と易思想』、淡交社、2009 年、第３章。
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茶人から北東アジア人へ
　　一、他人をあなどることなく、いつも思いやりが先にたつように
　　一、 家元は親、同門は兄弟で、共に一体であるから、誰にあっても合掌する心を忘れ
ぬように
　　一、道を修めなお励みつつも、初心を忘れぬように
　　一、豊かな心で人々に交わり、世の中が明るく暮らせるように
　裏千家淡交会行事、お稽古の際は一番初めに、みなさん合掌して声をそろえてこの「こ
とば」を唱和する。それによって、一体感を得ることを目的としているであろうが、人に
よってこれを唱えるたびに、自分自身の行いをチェックすることもできる。
　人によっては、お酒に酔ったら失礼な言動に出るかもしれないが、しかし茶道での喫茶
は和気藹々のムードが盛り上がるだけであって、喧嘩する心配はない。緑は平和の色であ
る。どうか一碗のお茶を頂く和の心を以て、常に自己反省を行い、なお思いやりの心を以
て、人々と仲良く付き合い、世の中を明るくしていこう。
キーワード　北東アジア　アイデンティティー　茶道　茶人　茶心
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